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＜第１６号＞ 

今月から、小中連携活動の一つである「あさがお運動」がスタートしました。 

  これは、小学生と中学生がともに登校する児童生徒を元気なあいさつで出迎えること

を通して、地域を明るくするようなあいさつを実践できるようにすることや、各校の児童生

徒があいさつを通して交流を深め、よりよい人間関係を築

いていくことを目的として行っているものです。 

  今年度の1回目は、7月5日(金)に行われました。内小友

小には5名、大川西根小には3名の生徒が出向き、小学生

と一緒に元気なあいさつをしてくれました。基本的には出身

小学校で活動することになっていますが、小学校経由の登

校では遠回りになってしまう生徒や、自転車による移動が難

しい生徒などは、西中の校門前でのあいさつ運動を頑張る

ことにしています。この日は４名の生徒が、校門前であいさつを頑張ってくれました。 

  この活動は、今年度も9月末まで計5回実施する予定になっています。この活動を通し

て、西中学区の子どもたちの明るいあいさつの輪が、今後も広がってくれることを期待し

ています。 

   7月9日(火)、今年度1回目の学校評議員会を開催しまし

た。4名の評議員の皆様にご来校いただき、授業参観と懇談会

を行いました。 

授業参観では、１年理科、２年英語、３年数学の各授業を見ていただき、その後の懇談会では、皆様から以下のよ

うなご感想やご意見をいただきました。 

・数学の授業で、生徒たちが教室を自由に動き回って教え合っている

姿が印象的だった。小学校でもグループ学習が定着してきている

が、自分が分かるだけでなく、人に教えることでより理解が深まるの

だろう。 

・朝や帰りに自転車通学の生徒がたくさんあいさつしてくれるのが

嬉しい。これからも続いていってほしい。 

・校内での部活動以外にも様々なスポーツに取り組んでいる生徒がいると聞き、多様性

の広がりを感じている。 

・情報モラル講座を行ったそうだが、こうしたものは日進月歩であるので、定期的に行っ

て最新の情報をアップデートすることで、犯罪に巻き込まれることも予防できると思う。 

既にお気づきの方もいらっしゃることと思いますが、この度、今年度の

生徒会テーマの看板が、生徒玄

関に設置されました。 

  5月の生徒総会で発表された

「閃光花火～一丸となって輝きを増そう～」のテーマにふさわしく、花火のイラ

ストと本校のマスコット「うぇすたま」があしらわれた素敵なものになりました。 

  設置された生徒玄関には、ちょうど七夕飾りもありますので、その飾りとも

よく合った玄関風景となっています。 

大川西根小にて 

大曲西中にて 

内小友小にて 



柔道部は、吹奏楽部と同じ7月6日(土)、7日(日)に秋田県

立武道館で行われた、全県総体に出場しました。 

団体戦では惜しくも全県大会への出場権を逃してしまった

柔道部ですが、個人戦は部員全員が全県大会への出場権を

得ることができました。ここまで互い

に励まし合い、高め合いながら全員

で全県大会に臨むことができたこ

とで、チームとしての結束も一層高

まったのではないかと思います。大

会では、各地区大会を勝ち抜いて

きた強豪を相手に、それぞれにこれ

までの練習の成果を発揮し、

精一杯戦い切ることができ

たと思います。 

  3年生は、これで部活動か

らは引退ということになりまし

たが、これからは新人戦に向

けて1人で頑張っていく2年生のために力を貸してくれ

るものと思います。柔道部の皆さん、お疲れ様でした！ 

第73回 秋田県中学校総合体育大会 

（7月7日(日) 秋田県立武道館） 

男子個人戦  55kg級 Ｍ．Ｙ さん（3年）   

     60kg級 Ｋ．Ｋ さん（3年）   

     73kg級 Ｏ．Ｒ さん（3年）   

     81kg級  Ｉ．Ｓ さん（2年）  

…いずれも初戦で惜敗 

  7月６日(土)、７日(日)の2日間にわたり、大曲市民会館を

会場に秋田県吹奏楽コンクール県南地区大会が開催されま

した。本校は、７日に行われた中学生小編成の部に出場し、

銅賞を受賞しました。 

  ここ数年は、部員全員での出場はしてこなかった本校吹奏

楽部ですが、今年は1年生も含めた部員全員でコンークールに挑みました。まだ舞台慣れしていない1年生はもちろ

ん、その1年生をリードしながら練習を重ねてきた2、3年生も、これまでとは違う苦労や努力を重ねてきたことと思い

ますが、本番のステージでは、これまでの練習の成果を十分に発揮し、あえて部員全員で頑張った西中吹奏楽部の

一体感あふれる演奏を聴かせてくれました。部員全員とは言え、中

学生小編成の部の上限25名に対して、本校は15名での出場で

あり、どちらかというと少ない方ではありましたが、人数の多い学校

にも決して引けを取らない、豊かな響きの演奏だったと思います。 

  コンクールはこれで終了となってしま

いましたが、吹奏楽部の皆さんはこの

後WESTフェスタや西中祭での本番も控えています。3年生にとってはいよいよ締めくく

りとなるステージに向けて、さらに頑張ってほしいと思います。 

第66回 秋田県吹奏楽コンクール県南地区大会 （7月7日(日) 大曲市民会館） 

中学生小編成の部 大曲西中学校  銅賞 

自由曲：星の天使 クレーの天使達に寄せて（福島弘和作曲） 

  前号で、本校が「自転車通学安全モデル校」に指定されたことをお伝えした

ところですが、先日、学校に「ヘルメットを被らず、かごに入れた状態で通学し

ている生徒がいる」という地域の方からのご指摘をいただきました。すぐに全

校集会と各学年で指導しております。 

また、5月に市内で小学生が横断歩道で車にはねられるという事故が発生したことを受

け、生徒には横断歩道を横断する際の注意を促しています。青信号であっても必ず一旦停止

し、左右の安全を確認してから横断することを呼びかけています。 

「自分の命は自分で守る」ことへの意識向上について、各ご家庭でも話題にしていただけ

れば幸いです。 

 


